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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

CDK5RAP2

CDK5RAP2; CEP215; KIAA1633; CDK5 regulatory subunit-associated protein 2; CDK5
activator-binding protein C48; Centrosome-associated protein 215
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はCDK5（サイクリン依存性キナーゼ5）活性の制御因子をコードしています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は中心体およびゴルジ体に局在し、CDK5R1およびペリセントリン（PCNT）と相互作用し、中心小体の関与および微小管の核形成に関与しています。また、原発性小頭症およびアルツハイマー病との関連が指摘されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年1月]、疾患：CDK5RAP2の欠陥は、原発性小頭症常染色体劣性遺伝型3（MCPH3）[MIM:604804]の原因です。小頭症は、頭囲が加齢平均値より3標準偏差以上低いことと定義されます。脳重量は著しく減少し、大脳皮質は不釣り合いに小さくなります。この顕著なサイズの縮小にもかかわらず、脳回パターンは比較的良好に保持されており、皮質構造に大きな異常は見られません。原発性小頭症は、他の症候群の特徴や重大な神経学的欠損がないことでさらに定義されます。,機能：CDK5R1との相互作用を介してCDK5活性の潜在的な調節因子です。,その他：ここに示す配列は、EMBL/GenBank/DDBJサードパーティアノテーション（TPA）エントリに由来します。,PTM：CDK5によってin vitroでリン酸化されます。,配列注意：Glnとして翻訳されます。,サブユニット：CDK5R1（p35型）と相互作用します。CDK5RAP1、CDK5RAP2、およびCDK5RAP3はCDK5R1と競合的に結合します。おそらくCDK5R1およびCDK5と複合体を形成します。,組織特異性：広く発現しています。心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓で発現します。
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	CDK5RAP2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

